




A Case Study of Hysteria;frorrl the Standpoint of Socio―Cultural Psychiatry
<索引用語 :ヒステリー,社会 ・文化精神医学,県民性>












































































































































































































































































































































































く将来像 はまった く同 じものであった。周囲の威
圧的な要請に屈 したA男は,その未熟な性格のた




も自己の意志を貫 き,家を継 ぐことで周囲 と妥協
しなが ら精神の調和を保 っている。
Ⅳ.考   察
富山県の方言に 「こうりゃく」と 「みあらくも
ん」というのがある。前者は,『富山県方言』(図




祭などを行う際にその手伝いに行 くこと指 し, も
う少 し広義に用いて, 自分の家屋や田畑の維持管
理を手抜かりなく行うことを併せ意味することも
ある。「みあらくもん」は 「み (見)あ らく (歩
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